
古
書
の
た
の
し
み
（
令
和
二
年
十
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

土
屋 

博 

 

一
「
軍
人
文
鑑 

全
」
相
澤
富
蔵
著
、
依
田
百
川
批
評
、
三
村
佐
山
校
閲 

（
厚
生
堂
蔵
版
、
明
治
廿
一
年
三
版
、
定
價
金
五
拾
銭
、
一
六
八
頁
） 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
日
用
文
の
例
文
以
下
の
如
し
。「
現
役
當
籤
を
在
隊
の
友
人
に
報
ず
。
略
陳
御

海
容
。
然
れ
ば
小
生
儀
何
月
何
日
之
抽
籤
に
於
て
現
役
に
相
當
り
候
。
未
だ
何
所
入
營
は
不
相
知
候

へ
共
、
御
同
様
國
家
保
護
之
兵
員
に
相
成
候
に
付
、
不
取
敢
御
報
申
上
候
。
入
營
の
上
自
然
拜
顔
之

節
茂
有
之
候
は
ゞ
、
貴
殿
は
先
入
に
て
諸
事
御
案
内
之
儀
に
付
宜
敷
御
手
引
之
程
願
上
候
。
右
御
依

頼
旁
御
通
知
迄
草
々
」
と
。
以
下
、
尺
牘
文
、
記
事
文
、
論
説
文
、
祝
文
、
祭
文
、
報
告
文
、
と
續

く
。
更
に
巻
末
に
は
四
二
頁
に
亘
る
「
尚
武
論
」
掲
載
せ
ら
れ
、
以
下
の
如
く
締
め
括
ら
る
。
「
嗚
呼

純
乎
た
る
帝
政
日
本
國
と
純
乎
た
る
民
政
合
衆
國
と
足
跗
を
合
せ
て
地
球
上
に
反
立
す
る
は
豈
宇
内

の
盛
事
に
あ
ら
ず
や
。
豈
以
て
萬
國
に
高
視
す
る
に
足
ら
ず
や
。
露
英
支
は
大
な
り
と
雖
も
何
ん
ぞ

歯
牙
に
掛
く
る
に
足
ら
ん
や
。
嗚
呼
此
の
天
授
帝
國
を
無
窮
に
保
全
す
る
は
天
授
尚
武
の
國
民
あ
る

の
み
。
嗚
呼
我
が
大
日
本
帝
國
三
千
八
百
萬
の
同
胞
諸
君
は
深
く
注
意
猛
省
せ
ら
れ
よ
」
と
。 

 

二
「
日
本
外
史
纂
語
字
解 

全
四
冊
」
鈴
木
音
彥
編
纂 

（
三
書
堂
蔵
版
、
明
治
二
十
二
年
刊
、
五
三
丁
＋
五
三
丁
＋
五
九
丁
＋
四
九
丁
） 

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
本
書
の
類
書
に
比
し
て
の
特
色
は
、
凡
例
に
も
あ
る
如
く
、「
註
釋
は
勉

め
て
俗
言
卑
語
を
用
ゐ
た
り
。
蓋
し
童
蒙
を
し
て
解
得
し
易
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
欲
し
て
な
り
」
と

の
點
に
あ
り
。 



 

三
「
日
本
全
國
小
學
生
徒 

筆
戰
塲 

第
壹
巻
第
壹
冊
よ
り
第
三
冊
迄
合
本
」 

（
博
文
館
、
明
治
二
十
四
年
刊
、
一
〇
四
頁
＋
一
〇
四
頁
＋
一
〇
〇
頁
） 

古
書
價
格
八
百
圓
也
。
博
文
館
発
行
の
「
幼
年
雜
誌
」
の
號
外
と
し
て
小
學
生
徒
に
筆
を
自
由
に
奮

ふ
場
を
提
供
す
る
も
の
な
り
。
目
次
を
見
る
に
、
論
説
之
陣
幕
、
記
事
之
太
皷
、
雜
文
之
弾
丸
、
簡

牘
之
旗
章
、
懸
賞
之
喇
叭
と
い
ふ
構
成
な
り
。
懸
賞
之
喇
叭
の
一
等
賞
の
冒
頭
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る

は
、
静
岡
縣
濱
松
尋
常
小
學
校
生
徒
近
藤
和
一
君
の
作
品
「
忠
孝
と
は
何
ぞ
や
」
な
り
。
曰
く
、「
古

語
に
曰
く
忠
孝
は
國
家
の
寶
な
り
と
。
宜
な
る
哉
此
言
や
。
彼
の
平
重
盛
、
楠
正
行
の
如
き
は
即
忠

孝
両
全
の
人
に
し
て
幾
千
年
を
經
る
も
諸
人
を
し
て
感
賞
措
く
能
は
ざ
ら
し
む
」
」
云
々
と
。
二
等

賞
東
京
府
赤
坂
區
小
學
校
尋
常
第
三
年
生
吉
村
波
滿
子
さ
ん
の
作
品
「
日
本
三
景
の
記
」
は
、
以
下

の
通
り
。「
皇
國
の
三
景
と
稱
す
る
は
陸
前
の
松
島
、
丹
後
の
天
の
橋
立
、
安
藝
の
嚴
島
是
な
り
。
松

島
は
群
島
松
を
生
じ
、
橋
立
は
白
沙
靑
松
長
く
海
中
に
斗
出
す
、
嚴
島
は
神
社
殿
廊
を
海
中
に
構
造

し
、
皆
風
光
に
富
め
る
の
地
に
し
て
其
名
を
全
國
に
擅
に
せ
り
。
」
と
。
三
等
賞
岐
阜
縣
美
濃
國
可
兒

郡
御
嵩
尋
常
小
學
校
第
四
年
生
安
東
德
男
君
の
作
品
「
各
自
の
志
を
告
ぐ
る
文
」
よ
り
、
「
以
手
紙
申

上
候
追
々
春
暖
に
相
成
候
處
尊
體
愈
御
壯
健
奉
大
賀
候
。
陳
者
私
共
は
最
早
尋
常
科
を
も
卒
業
致
す

べ
き
身
分
に
御
座
候
故
御
互
ひ
に
後
々
の
目
的
を
相
定
め
ね
ば
な
ら
ず
尊
下
は
如
何
に
候
や
奉
伺

候
。
小
生
は
頃
日
の
幼
年
雜
誌
に
も
有
之
候
敎
へ
に
従
ひ
成
長
の
後
は
父
上
の
家
業
を
相
継
ぎ
出
精

致
す
べ
き
目
的
に
御
座
候
」
云
々
と
。 

 

四
「
小
國
民
文
林 

少
年
文
集 

全
」 

古
書
價
格
千
圓
也
。「
小
國
民
」
は
石
井
研
堂
を
編
輯
主
幹
と
す
る
当
時
を
代
表
す
る
兒
童
文
學
雜

誌
。
文
林
は
そ
こ
よ
り
派
生
せ
る
作
文
専
門
雜
誌
。
本
書
は
明
治
二
十
五
年
よ
り
二
十
七
年
の
も
の



を
含
む
合
本
な
り
。
此
処
に
も
懸
賞
論
文
（
鼠
を
捕
る
記
）
の
披
露
あ
り
て
、
た
と
へ
ば
、
甲
賞
受

賞
（
賞
品
は
少
年
日
本
史
一
冊
）
は
、
千
葉
県
夷
隅
郡
布
施
村
の
永
石
徳
松
君
の
作
品
な
り
。
そ
の

冒
頭
部
分
を
掲
ぐ
れ
ば
、「
去
年
の
十
二
月
は
か
り
な
り
き
。
或
夜
く
り
や
の
方
に
て
物
音
の
し
け
る

に
、
ふ
と
ね
さ
め
て
、
何
事
に
か
と
、
頭
も
た
け
た
れ
は
、
あ
や
し
う
物
に
な
へ
る
か
如
聞
え
け
る

に
、
こ
は
盗
の
し
の
ひ
入
り
し
な
め
り
と
か
た
へ
に
い
ね
し
人
を
搖
り
起
し
て
、
紙
燭
持
せ
、
つ
は

も
の
抜
き
持
て
、
い
て
と
て
燭
火
さ
し
出
さ
せ
つ
る
に
、
物
音
は
た
え
て
人
か
け
も
み
え
さ
り
し
か

は
、
い
ふ
か
し
く
て
残
る
隈
な
く
さ
か
し
求
め
た
る
に
」
以
下
省
略
。
乙
賞
受
賞
（
賞
品
は
鯨
幾
太

郎
一
冊
）
は
麹
町
區
一
番
町
の
日
下
部
善
太
郎
君
の
作
品
に
て
、
「
我
家
嘗
て
數
鼠
あ
り
。
晝
は
累
々

と
し
て
梁
棟
に
跳
踉
し
、
夜
は
囂
々
と
し
て
庖
厨
に
闘
暴
し
、
器
物
を
噛
み
、
食
物
を
荒
ら
し
、
子

孫
月
に
繁
殖
し
て
、
其
聲
喧
聒
、
其
状
傲
慢
、
害
を
な
す
こ
と
尤
も
甚
し
。
余
大
に
之
れ
を
患
ひ
、

隣
嫗
に
請
ふ
て
一
猫
兒
を
得
た
り
」
云
々
と
。 

 

五
「
吉
田
松
陰
」
帝
國
敎
育
會
編 

（
弘
道
館
、
明
治
四
十
二
年
刊
、
正
價
金
六
拾
銭
、
一
八
九
頁
） 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
明
治
四
十
一
年
十
月
十
七
日
に
帝
國
敎
育
會
主
催
の
下
に
開
催
せ
ら
れ
た
る

松
陰
先
生
五
十
年
記
念
の
典
の
講
演
記
錄
。
豪
華
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
追
頌
演
説
は
圧
巻
に
て
、
お
よ

そ
松
陰
の
偉
大
さ
を
短
時
間
に
て
感
得
せ
し
む
。
乃
木
希
典
學
習
院
長
は
、
十
六
歳
の
年
に
玉
木
文

之
進
よ
り
授
け
ら
れ
た
る
「
士
規
七
則
」
を
朗
讀
す
。
井
上
哲
次
郎
文
科
大
學
敎
授
は
、
松
陰
の
言

葉
、「
松
下
村
塾
の
第
一
義
は
、
閭
里
禮
俗
を
一
洗
し
、
枕
戈
横
槊
の
風
を
為
す
」
を
引
用
す
。
松
陰

と
同
年
齢
の
三
島
毅
（
文
學
博
士
）
は
、
齋
藤
拙
堂
の
門
下
生
の
と
き
長
州
か
ら
訪
ね
て
來
た
る
松

陰
と
近
作
を
披
露
し
合
ひ
お
互
ひ
の
實
力
を
試
し
た
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
。
東
京
高
等
師
範
學

校
長
の
嘉
納
治
五
郎
は
、
今
日
の
敎
育
の
弊
と
し
て
、
智
識
の
円
滿
、
各
般
の
こ
と
を
廣
く
能
く
知

る
こ
と
を
求
む
る
結
果
と
し
て
、
自
分
の
利
害
を
措
い
て
仁
義
忠
孝
と
か
道
の
爲
に
盡
さ
う
と
の
精



神
を
養
ふ
こ
と
が
薄
弱
に
な
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
日
の
敎
育
界
に
松
陰
の
如
き
人
物
の
精
神
を

注
ぎ
込
む
こ
と
の
必
要
性
を
訴
ふ
。 

 

六
「
ポ
ッ
ケ
ッ
ト
福
翁
百
話
（
附
福
翁
百
餘
話
）」 

（
時
事
新
報
社
、
明
治
四
十
四
年
六
版
、
正
價
金
壹
圓
、
四
一
二
頁
＋
一
〇
四
頁
） 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
三
方
金
、
革
表
紙
。
全
ル
ビ
附
き
。
初
版
は
明
治
四
十
二
年
。
原
稿
は
、
明

治
二
十
九
年
三
月
よ
り
「
時
事
新
報
」
に
連
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
文
語
の
勉
強
に
も
最
適

な
り
と
覚
ゆ
。
冒
頭
は
以
下
の
如
し
。「
宇
宙
は
誰
れ
か
に
造
ら
れ
た
る
も
の
か
又
は
自
然
に
出
來
た

る
も
の
か
と
は
宗
敎
論
の
喧
し
き
所
な
れ
ど
も
其
の
論
議
は
姑
く
擱
き
我
輩
に
於
て
は
唯
今
の
宇
宙

の
其
ま
ヽ
を
観
じ
て
其
美
麗
其
廣
大
其
構
造
の
緻
密
微
妙
な
る
其
約
束
の
堅
固
不
抜
な
る
に
感
心
す

る
の
み
な
ら
ず
之
れ
を
思
へ
ば
思
ふ
ほ
ど
い
よ
い
よ
ま
す
ま
す
際
限
な
く
唯
獨
り
茫
然
と
し
て
止
む

の
み
」
と
。 

 

七
「
吉
田
松
陰 

附
錄
松
陰
遺
稿
」
碧
瑠
璃
園
著 

（
大
鐙
閣
、
大
正
九
年
縮
刷
十
七
版
、
定
價
金
壹
圓
七
拾
銭
、
本
文
五
八
二
頁
＋
附
錄
二
二
四
頁
） 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
縮
刷
初
版
は
大
正
六
年
。
碧 へ

き

瑠
璃

る

り

園 ゑ
ん

は
黑
頭
巾
な
ど
複
數
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

有
し
、
本
名
は
渡
邊
勝
。
渡
邊
霞
亭
と
し
て
名
高
し
。
一
八
六
四
年
生
れ
、
一
九
二
六
年
歿
。 

 

八
「
新
編
世
界
史
年
表
」
妻
木
忠
太
著 

（
有
朋
堂
、
大
正
十
二
年
改
訂
五
版
、
正
價
金
壹
圓
、
本
文
二
一
六
頁
＋
附
錄
） 



古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
九
年
。
一
頁
の
上
段
日
本
の
欄
の
神
代
に
は
、
伊
弉
諾
尊
と
伊

弉
冉
尊
と
の
二
神
は
淡
路
の
小
島
に
降
り
て
大
八
洲
を
成
し
給
ふ
と
あ
り
。
中
段
東
洋
の
欄
に
は
、

漢
人
種
は
凡
そ
五
千
年
前
に
遠
く
支
那
の
西
北
方
よ
り
來
り
て
黄
河
の
流
域
地
方
に
據
る
と
あ
り
。

下
段
西
洋
の
欄
に
は
、
西
洋
文
明
の
起
源
は
今
よ
り
五
千
年
前
に
於
て
東
方
ナ
イ
ル
河
流
域
と
チ
グ

リ
ス
・
エ
ウ
フ
ラ
テ
ス
両
河
流
域
と
の
各
地
方
よ
り
開
始
す
と
あ
り
。 

 

九
「
受
驗
準
備 

最
も
要
領
を
得
た
る
東
洋
歴
史
」
諏
訪
徳
太
郎
著 

（
大
修
館
、
昭
和
二
年
改
訂
第
二
十
四
版
、
定
價
金
壹
圓
四
拾
銭
、
本
文
二
三
六
頁
＋
附
錄
） 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
著
者
は
京
都
府
立
二
中
敎
諭
。
目
次
は
、
上
古
史
、
中
古
史
、
近
古
史
、
近

世
史
、
現
代
史
。
附
錄
目
次
は
、
試
驗
に
よ
く
出
る
歴
史
上
の
諸
名
詞
、
総
括
的
の
問
題
及
び
解
答

な
ど
。
東
京
高
等
師
範
の
問
題
例
、「
漢
人
種
の
起
源
と
発
達
に
就
き
て
記
せ
。
」 

 

十
「
國
文
解
釋
新
講
座
」
鳥
越
保
太
著 

（
敎
文
書
院
、
昭
和
四
年
改
訂
第
十
三
版
、
正
價
壹
圓
七
拾
銭
、
四
五
四
頁
） 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
十
五
年
。
東
京
高
等
師
範
の
問
題
よ
り
、
賀
茂
真
淵
集
「
あ
し

た
の
け
に
あ
き
て
、
夕
の
ま
け
を
な
さ
ず
、
け
ふ
の
命
を
惜
み
て
、
明
の
死
を
思
ひ
ま
う
け
ぬ
鳥
獸

の
、
な
か
な
か
に
古
今
と
か
は
る
世
な
き
を
見
れ
ば
、
か
し
こ
め
き
た
る
人
ぞ
鳥
獸
に
は
劣
れ
り
け

る
」。
そ
の
譯
は
以
下
の
如
し
。「
朝
の
食
餌
を
腹
一
杯
食
つ
て
も
う
夕
食
の
用
意
を
し
な
い
。
今
日

の
目
前
の
命
を
惜
ん
で
、
明
の
死
を
豫
め
か
ん
が
へ
な
い
鳥
獸
が
、
却
つ
て
古
か
ら
今
日
ま
で
か
は

る
事
が
な
い
の
を
見
れ
ば
、
さ
も
利
巧
相
に
見
え
て
ゐ
る
人
間
の
方
が
劣
つ
て
ゐ
る
わ
い
」
と
。 

 



十
一
「
大
日
本
文
庫
國
史
篇 

日
本
書
紀
」 

（
春
陽
堂
、
昭
和
九
年
刊
、
非
賣
品
、
五
九
九
頁
） 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
全
ル
ビ
附
き
に
て
重
く
立
派
な
る
製
本
に
し
て
活
字
も
讀
み
易
き
も
の
な
れ

ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
購
入
す
べ
し
と
覚
ゆ
。
し
か
も
平
泉
澄
氏
の
校
訂
及
び
十
四
頁
に
亙
る
解
題

は
貴
重
。
氏
曰
く
、「
日
本
書
紀
は
國
史
の
根
本
と
し
て
我
が
國
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
書
物
な

り
。
天
地
開
闢
の
古
傅
、
國
家
草
創
の
由
來
は
こ
の
書
に
よ
り
率
直
に
示
さ
れ
、
國
體
の
特
性
、
皇

室
の
尊
厳
は
こ
の
書
に
よ
り
確
實
に
知
ら
る
。
こ
れ
實
に
日
本
精
神
闡
明
の
秘
鍵
、
日
本
人
必
讀
の

書
な
り
」
と
。
ち
な
み
に
、
今
年
は
日
本
書
紀
成
立
百
參
拾
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
な
り
。 

 

十
二
「
大
日
本
文
庫
國
史
篇 

日
本
外
史 

上
下
」 

（
春
陽
堂
、
昭
和
十
一
及
び
十
三
年
刊
、
非
賣
品
、
五
二
四
頁
＋
五
三
八
頁
） 

古
書
價
格
二
冊
に
て
五
百
圓
也
。
全
ル
ビ
附
き
。
平
泉
澄
氏
の
校
訂
及
び
解
題
は
必
讀
の
價
値
あ

り
。
氏
曰
く
、
日
本
外
史
は
、
よ
く
國
體
の
本
義
に
立
脚
し
て
數
百
年
に
亙
る
武
家
時
代
亂
脈
の
時

代
を
批
判
し
、
極
り
な
き
紛
糾
を
さ
ば
き
重
畳
の
波
瀾
を
描
寫
し
、
讀
む
者
を
し
て
感
奮
興
起
せ
し

め
た
り
、
と
。 

 

十
三
「
國
譯
漢
文
大
成 

國
譯
四
書
・
孝
経
」 

（
國
民
文
庫
刊
行
會
、
昭
和
十
八
年
八
巻
、
定
價
金
五
圓
＋
特
別
行
為
税
相
當
額
拾
参
銭
、
大
學
四

九
頁
＋
中
庸
九
六
頁
＋
論
語
三
三
六
頁
＋
孟
子
三
六
三
頁
＋
孝
経
三
二
頁
） 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
初
版
は
大
正
十
一
年
。
全
ル
ビ
附
き
。
大
學
・
中
庸
の
譯
註
者
は
小
牧
昌

業
、
論
語
・
孟
子
の
譯
註
は
服
部
宇
之
吉
、
孝
経
の
譯
註
者
は
山
口
察
常
な
り
。 



 

十
四
「
吟
詠
集
」
瓜
生
田
君
子
編
輯 

（
香
雲
堂
吟
詠
會
本
部
、
昭
和
二
十
八
年
三
版
、
四
二
〇
頁
） 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
十
三
年
。
同
郷
の
徳
富
蘇
峰
の
題
字
（
一
吟
雙
涙
流
）
及
び
序

詩
（
君
見
ず
や
神
州
男
兒
臣
通
武
・
・
・
）
を
冠
す
。
冒
頭
は
七
言
絶
句
の
菅
原
道
真
作
「
重
陽
後

一
日
」
な
り
。 

 

十
五 

ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
「
摘
錄
断
腸
亭
日
乗 

上
下
」
永
井
荷
風
著
、
磯
田
光
一
編 

（
岩
波
書
店
、
平
成
三
年
刊
） 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
状
態
良
き
格
安
品
を
見
つ
け
た
り
。
文
語
作
文
の
手
本
と
す
べ
し
。 

 

十
六 

復
刻
「
日
本
百
人
一
詩
帖
」
松
井
如
流
書 

（
東
京
書
道
會
、
平
成
十
年
復
刻
） 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
原
著
（
昭
和
十
九
年
刊
）
も
所
有
す
れ
ど
、
美
し
き
復
刻
本
な
れ
ば
、
躊
躇

無
く
購
入
す
。
も
と
も
と
は
土
屋
竹
雨
著
「
日
本
百
人
一
首
」（
砂
子
屋
書
房
、
昭
和
十
八
年
刊
）
に

て
選
定
せ
ら
れ
た
る
日
本
漢
詩
百
首
を
松
井
如
流
（
書
家
、
大
東
文
化
大
學
名
譽
敎
授
。
一
九
〇
〇

年
生
れ
、
一
九
八
八
年
歿
）
の
墨
書
し
た
る
も
の
な
り
。
な
ほ
、
手
許
に
は
別
の
書
家
、
林
祖
洞
に

よ
る
「
日
本
百
人
一
詩
帖
」（
碧
山
堂
、
昭
和
十
八
年
刊
）
も
あ
り
。 

 

十
七
「
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す 

來
簡
集 

明
治
・
大
正
・
昭
和
を
彩
る
交
友
錄
」 



（
岩
手
県
紫
波
町
發
行
、
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
編
纂
、
平
成
十
六
年
印
刷
、
非
賣
品
） 

古
書
價
格
三
千
五
百
圓
也
。
野
村
胡
堂
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
岩
手
県
志
波
郡
出
身
。
盛

岡
中
學
、
旧
制
第
一
高
等
學
校
を
卒
業
後
、
東
京
帝
國
大
學
法
科
大
學
に
入
學
す
。
父
の
事
業
の
失

敗
及
び
逝
去
に
よ
り
大
學
を
中
退
し
、
報
知
新
聞
政
治
部
の
記
者
と
な
る
。
調
査
部
長
・
學
藝
部
長

と
な
り
、「
あ
ら
え
び
す
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
て
音
楽
記
事
も
連
載
。
作
家
と
な
り
、
文
藝
春
秋
社
の

オ
ー
ル
讀
物
に
「
銭
形
平
次
捕
物
控
」
を
連
載
し
、
人
気
作
家
と
な
る
。
本
書
は
、
松
田
家
（
胡
堂

の
娘
が
経
済
學
者
松
田
智
雄
に
嫁
ぎ
た
る
こ
と
に
因
る
。）
及
び
野
村
家
よ
り
記
念
館
に
寄
贈
せ
ら
れ

た
る
胡
堂
宛
て
の
書
簡
二
〇
七
八
通
の
う
ち
二
三
八
通
を
収
錄
す
。
友
人
石
川
啄
木
（
一
八
八
六
年

生
れ
）
よ
り
の
一
九
〇
一
年
の
手
紙
の
冒
頭
は
以
下
の
如
し
。「
昼
の
間
の
む
し
暑
き
に
も
似
ず
夕
暮

の
哀
れ
に
も
細
々
し
き
蟲
の
音
の
早
や
秋
知
り
顔
な
る
に
な
に
と
な
ふ
独
り
山
寺
に
こ
も
り
居
る
こ

と
の
物
寂
し
き
心
地
に
な
り
候
」
云
々
と
。
友
人
芦
田
均
（
一
八
八
七
年
生
れ
）
よ
り
の
明
治
四
十

年
の
手
紙
よ
り
、「
秋
立
つ
や
、
ド
テ
ラ
に
近
き
・
・
・
ま
さ
か
こ
ん
な
句
は
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
、
此

の
秋
の
日
を
目
白
に
籠
り
て
誰
を
か
待
ち
給
ふ
。
病
い
誠
不
粋
な
る
も
の
に
存
候
よ
。」
と
。
友
人
金

田
一
京
助
（
一
八
八
二
年
生
れ
）
よ
り
の
昭
和
十
年
の
手
紙
よ
り
、
「
御
高
著
御
恵
み
に
預
か
り
大
喜

び
で
す
。
今
家
ぢ
ゆ
う
が
試
驗
で
す
け
れ
ど
少
し
づ
ヽ
私
が
朗
讀
を
は
じ
め
て
居
り
ま
す
。」
と
。 

（
令
和
二
年
十
一
月
十
日
受
附
） 

 


